
栃 木 県 農 業 士
栃木県女性農業士

私達が農業の魅力を
発信します!

水　稲

佐野市・熊倉郁子

水稲・麦・和牛繁殖

大田原市・川又豊藏

肥育・和牛繁殖

さくら市・手塚　正

花き（鉢物）

日光市・谷澤清三

酪　農
真岡市・國母孝至

いちご
宇都宮市・北見和弘

栃木県農業士会・栃木県女性農業士会（1028－647－2622）
後援  栃木県

いちご

壬生町・宇賀神裕子

４月～３月
令和8（2026）年 2027年

見頃は農場によって
かわります。要問合せ。

公開期間

令和8（2026）年度令和8（2026）年度令和8（2026）年度

◇とちぎオープンファームってなに？
　栃木県農業士及び栃木県女性農業士が、農業者や農業を志
向する学生等に広く自らの農場を公開して、農業経営や農家
生活、栽培技術等に関する情報提供を行うことにより、次代
の農業者の育成に貢献することを目的に実施しています。

◇栃木県農業士とは
　　模範的な農業経営及び農家生活を実践し、地域農業の振興と青年農業者等
の育成指導を行う農業経営者（県が認定）のことで、現在は県内で190名が
活動しています。
◇栃木県女性農業士とは
　　農業経営に参画し、農村社会における男女共同参画の促進を行う、優れた
女性農業者（県が認定）のことで、現在は県内で88名が活動しています。

令和4（2022）年度以降の
オープンファームを
栃木県農政部YouTube
チャンネンルでも公開中

「とちぎオープンファーム」視察・見学申込書

視 察 ・ 見 学 希 望 内 容

送信年月日

訪問希望日

訪 問 者 数

組 織 名

訪問の目的

視察希望者名

連 絡 先

お 住 ま い

令和　　　年　　　月　　　日

□ 北 見 農 場 （河内農業振興事務所 kawachi-nsj@pref.tochigi.lg.jp）

□ 谷 澤 農 場 （上都賀農業振興事務所 kamitsuga-nsj@pref.tochigi.lg.j）
□ 宇賀神農場 （下都賀農業振興事務所 shimotsuga-nsj@pref.tochigi.lg.jp）
□ 熊 倉 農 場 （安足農業振興事務所 ansoku-nsj@pref.tochigi.lg.jp）

（希望日の1か月前までを目安に送付ください）

（國母、手塚、川又の３農場は、家畜防疫上の観点から現地視察は行わず、
　YouTubeにて公開しております。ご了承ください。）

人

第１希望 年　 月　 日 年　 月　 日第２希望

（ご自身のお名前をご記入ください）

（常時つながりやすい携帯電話番号などの連絡先をご記入ください）

（県内の方は市町名、県外の方は都道府県名からご記入ください）

（組織・グループで訪問される場合は組織名をご記入ください）

（記入例：「農業技術を学びたい」　「農産物などを購入したい」　など）

＊申し込みのFAXには、このページをそのままお使いください。

１　訪問したい農場が決まったら、下の申込書に必要事項を記入して、所管する農業振興事務所に申し込んで
ください。
２　訪問期日や訪問する際のルート・駐車事情などは、所管する農業振興事務所と十分に調整してください。
　　訪問時における事故等については一切責任を負いかねます。
３　訪問当日は、汚れても差し支えのない服装、運動靴など歩きやすい靴でお越しください。

視察・見学申し込み方法・留意点

あ て 先
メールアドレス

（見学希望先に□し、農場を所管する農業振興事務所に送付ください。）
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農場№

農場№

農場№

農場№

農場№

農場№

農場№

日　光　市

真　岡　市

佐　野　市

壬　生　町

大 田 原 市 さ く ら 市宇 都 宮 市

○氏　名　北見　和弘
○農園所在地　栃木県宇都宮市上田町
○ＴＥＬ　028－674－1527
○ＦＡＸ　（同上）
○公開内容　•いちご栽培の見学
　　　　　　•収穫作業のアルバイトインターン
　　　　　　•栽培設備・資材の紹介
　　　　　　•経営や運営に関するアドバイス
　　　　　　　（希望者のみ）
○見　頃　12月～３月
☆農場（公開者）からのメッセージ
　北見いちご園は、宇都宮市の静かな地域にある小さないちご農園です。夫
婦２人で営んでおり、日々の作業はすべて手作業で行っています。規模は大
きくありませんが、いちごの栽培に向き合う姿勢や、日々の工夫はどなたに
も参考にしていただけると思います。
　これからいちご農業を始めたい方にとって、現場を見ることは大きな学び
につながります。当園では、ハウス内の栽培環境や作業の様子を公開してお
り、希望者には収穫作業のアルバイトインターンも受け入れています。

○氏　名　熊倉　郁子
○農園所在地　栃木県佐野市黒袴町
○ＴＥＬ　0283－21－8241
○ＦＡＸ　なし
○公開内容　•水稲（特別栽培コシヒカリ、慣行栽培コシヒカリ、とちぎの星、
　　　　　　　　　　ゆうだい21）のほ場見学
　　　　　　•田植え、稲刈り作業等の見学
○見　頃　５月～９月
☆農場（公開者）からのメッセージ
•食味にこだわったお米作りをしています。
　夫がサラリーマンのため平日は一人で作業しています。
•小さな農家ですが、おいしいお米を届けるために日々奮闘中です。
•収穫などの体験の可否　要相談
•農作物購入の可否　　　不可

○氏　名　國母　孝至
○農園所在地　栃木県真岡市沖
○ＴＥＬ　0285－74－3296
○ＦＡＸ　（同上）
○公開内容　•YouTube配信のみ
○見　頃　年間
☆農場（公開者）からのメッセージ
•安全・安心な牛乳生産
•エサ（草、トウモロコシ）には、こだわりを持って生産
•うしにストレスを与えない牛舎・飼養管理
•環境美化を徹底

○氏　名　手塚　正　　株式会社手塚畜産
○農園所在地　栃木県さくら市狹間田
○ＴＥＬ　028－682－5236
○ＦＡＸ　028－682－0260
○公開内容　•YouTube配信のみ
○見　頃　非公開
☆農場（公開者）からのメッセージ
＜アピールポイント＞
•2023・2024年度の全国肉用牛枝肉共励会（国内最大規模の牛肉の品評会）で最優秀賞を受賞。
•牛一頭一頭を丁寧に育て、安心安全で美味しい牛肉を生産することに力を入れています。
•自動化機械や新しい設備を積極的に取り入れ、効率の良い生産を行っています。
•近隣の米農家の稲わらを飼料として活用し、自社でできた良質な堆肥を地域に還元して、地域
循環型農業を行っています。
＜農業を目指す人へのメッセージ＞
　畜産業は命を育てる大きな責任がありますが、その分達成感も大きく誇りある職業です。
　日々、創意工夫を重ね、地域とともに成長していく喜びを一緒に味わいませんか。

○氏　名　川又　豊藏
○農園所在地　栃木県大田原市佐良土
○ＴＥＬ　0287－98－2497
○ＦＡＸ　（同上）
○公開内容　•YouTube配信のみ
○見　頃　通年

☆農場（公開者）からのメッセージ
•子牛が誕生する瞬間に立ち会えると、何度見ても感動を覚え
ます。
•優良系統母牛の卵子を確保するOPU技術を活用し、ブランド
価値の向上に取り組んでいます。
•９月から11月はWCSの収穫があるので、水田地帯でのロール
作業は、ダイナミックです。
•収穫後に近隣のほ場に整然と並べられたWCSは壮観です。

○氏　名　宇賀神　裕子
○農園所在地　栃木県下都賀郡壬生町表町
○ＴＥＬ　0282－82－5855
○ＦＡＸ　（同上）
○公開内容　•イチゴ育苗圃場見学
　　　　　　•見学１月～４月
○見　頃　１月～５月中旬
☆農場（公開者）からのメッセージ
•真心込めたイチゴで、多くの消費者に笑顔と幸せを届けたいです。
•楽しい農業をアピールしていきます。
•完熟堆肥を活用し土作りに力を入れ、甘くて美味しいイチゴ
　を作っています。
•これから農業を目指す人には、常に一歩前の精神を忘れず、
　新しいことに挑戦してほしい。
•収穫等、体験実施の可否：(否)
•農産物の購入：有料で(可)

○氏　名　谷澤　清三
○農園所在地　栃木県日光市森友
○ＴＥＬ　0288－22－6696
○ＦＡＸ　0288－21－4087
○公開内容　•複合環境制御を備えた温室での鉢花の周年栽培
　　　　　　•大鉢を含めた３万鉢の色鮮やかなシクラメン
　　　　　　•爽やかな初夏を彩る鉢花（アジサイ、ラベンダー他）
○見　頃　４月中旬～５月上旬（アジサイ、ラベンダー他）
　　　　　10月下旬～12月上旬（シクラメン）
☆農場（公開者）からのメッセージ
•「花のある生活」に喜びを感じてもらえるような、手間を掛けたこだわりの品質、選び
抜かれた品種、そして日持ちする花色の良い鉢花を目指して生産しています。
•暑さや寒さなどの様々な気候に対応できる複合環境制御を備えた生産施設（温室）での
栽培と、戦場ヶ原の冷涼な気候を利用しての山上げ栽培を実践しています。
•シクラメン、ラベンダー、アジサイ等、販売及び宅配便可能（有料）です。

『こころを豊かに育てるいちごづくり』

『おいしいお米を届けたい』

『うしも人も～めざせ！楽（酪）農！～』

『二世帯の想いが結ぶ、米・麦・牛の明日。』

『安心・安全そして高品質な生産と
　安定した収量確保を目標にしたイチゴ栽培に努める。』

『肉用牛経営50年。一頭一頭手塩にかけて
　安全安心で美味しい牛肉生産』

『シクラメンに魅せられて』

☆オープンファームの視察・見学は
無料です。農場によっては、有料
で農産物の購入や作業体験などが
できます。

Instagram


